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協
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つ
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双
方
が
、
：
相
苺
に

.、
へ
相
手
方
を

.こ
の

.協
定
違
反
と
し
て
：弗
難
し

*
い

.
ベ

る 

&re
あ
る
？
 
：：.：
;:.,

 

:
>
:
,
'

.'
-.:
,
■

. 

.

■■
■

-■

. 

:'

.:
ま

ず

.'
典
和
國
侧

.の.指摘
す
る
オ

_-
ス

1ヴダ
侧
の
協
定
違
反
は
次
の
ょ
ぅ 

.'
■'な
も
の
で
あ
る
？':
.

''
'
：
 

':: 
Y
 

V
.
;'

-
:
;
.
:

;■
'

•

.
•

第
一
、
オ
ラ
ン
ダ
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
對
す
る
分
離
運
動
、
こ
れ
に
づ

.

'.sy.「x

 
ハ
：.

V ?:.::
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ノ
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い
て
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前
章
に
お
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イ
耽
に
か
な
り
詳
細
に
觸
■
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和
國
侧
は
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と
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。
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茴
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と
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ノ
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右

1
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一
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リ
ソ
ガ
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テ
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つ
い
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月

始
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卷

：に
.、.：

H:

ジ
ブ
十
、
グ
^
ァ
い
ィ
ラ
シ
は
ハ
す
べ
て
典
和 

:國に
事

寶

上

の

承

認

を

與

え

だ
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；
：
そ

レ

て

六

月

十

日

に

ヵ

ィ

ロ

で

、

.-
:
サ
リ 

ム
と

ジ̂

'プ.ト首
相

。
ハ̂ヤ(

2
0
が
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は
、
；
#

々
の
國 

•0
間
の
友

&麗
を

調

_し
た
：9シ
.リ：
ア

も

間

本

な

べ̂
に
な
ら

-0
た
。

}

こ
の

¥̂'
;
<霞ガ
靠
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典

和

國

側

が
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铽

.-1
宰

先

：
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：
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.̂
あ

：
.つ
.
た
が
 ̂
■
■
オ.ラ
，ン
ダ

■の.
に
よ
れ 

.
戍

，

共
和
國
の
；彳
ゾ
史
と
中
宽
に
お•
け
る
裂
的
箱
動
は
、
リ
ン
ガ
ジ
ャ. 

テ
ィ
協
定

.の
-©
々

1,
.い違
瓦
で
ぶ
つ

0̂.
.ホラ
：
ゾ̂-
が

共

和

國

に

與

え

た 

の
は

_
|
^
の
欺
認
で

^
^法律
上
の
も
め'で_は.ない
。:'
,'.;

そ

.しズ
外
交

. 

ー
關
係

.は於
律
如
の
蒗
認
を
必
要
あ
す
る
、
：：と
が
う
の
が
：オ
ラ
ン
ダ
.の
見
解 

で
あ
今
へ
要
左
に
承
認
形
態
に
扣
い
文
オ
タ
シ
ダ
は
へ

^事
實

占

-と
.. 

<.
1:
|
"

法
律
土

.
1
'
.
0;
區
別
を
霖
數
龈1;
:て
：.いる
の

'に.反し
、
：典
和
國
佩
の
意
識 

で
は
.こ
.0
:
區
別
ー
は
#-
署

'つ，
の
ー
で.あろ
$0 .
':ソ
.
ニ

\い；

'

ノ
へ
«.
一.、
.-
.1抓
四
穴
紙
十
月
十
四'0
:の
休
戰
協
定
違
度
。
^
シ

ギ

ジ.-
V
テ 

) ：

ィ
琢
定
^

後̂
に
お
い
ぞ
も
;.
>
;典
和
國
側
の
^

^
の
寖
透
、
へ
オ.ラ
.シ
ダ 

の
パ
：>'
ロ

ー

：
ル

が

：
共

和

國

軍

_隊
。
<亇
‘
兄
ン^

Indon

-G>sia)^

よ

:̂
:傷
害
、

:-
':'
機
關
統

.の，射
贖

を3け
た
て
と
に
つ
い
て 

■.
.ぬ
無
歡
の
事
例
が
報
吿4れ
：で

\'
>る
：。
：
し
：
か
し
^

の
休
戰
協
萣
違
反
に
つ
へ 

い
て
は
、
共
和
國
側
か
ら
も
同
じ
よ
う
に
オ
ラ

v

タ
側
の
違
反
を
去
々
七 

て

,>
'
.
.
る

.の.で
^:
る
。
イ
オ
ニ
フ
ゾ
：ダ

軍

と

亇

女

.
1
:.の

部

隊

爽

 

二

.三，

.

.亩
ヤ
;|
/ド
內
.を
パ
ト
13
ト
ル
を
行
動
さ
せ
て
い
る
よ.う
な
處
に
生
.じ
る
.數
. 

え
切
れ
だ
v>
小
さ
な
衝
突
‘に
お
い
て
は
、
ど
ち
ら
が
先
に
發
砲
し
た
か

’を
 

於
め
る
こ
と
は
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ら
か
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不
可
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で
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つ
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と
い
わ
れ
！
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滿
卷

^
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.あろ
:̂
。
ノ

::
-.v-
v
-
.
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(

.

へ：:
.

:.
'
;
:寒

m
l

,
對
す
る
多
く
の
反
對
派
が.あつ
た
し
、
科
武
裝
集
園
は
シ
ャ
リ
フ
ッ
デ 

.

-ィ
ン
め
努
カ
に
よ
り£
^
，
只

*
1
に
統
ー
さ
れ
た
と
は
い
う
も
の
の
、
時 

.

.

.
ダ

^
政̂
府
の
銃
帝
亦
及
杖
ず
分
裂
し
靈

」

名
汰

#
»で.あ衣
。
：
：
ネ
へ 

y:,

ー
ラ
シ
多
は̂と

炎̂
及
欢
龜
例

ー̂
共
和
國
が
グ
^
ガ
ダ
述
ア
ィ
協
蒙 

:'
‘1

〉

1
,
時
的
竽
段
ど

.し：孓
み
：：て
：淞
り

>
«の共
和
國
の
惫
圖
は
ぐ^

.

.

.■'

.計蠻
さ
れ
セ
連
邦
構
成
を
サ
ボ.次丨
於

.-
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中

?>
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-:^
'で.あ
：
ると感の
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で
あ
る
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.
•、

.

-

要
ず
る
忆
：、
共
和
國
侧
は

V

オJ
I

N
y

v
は
徽
統
的
分
割
統
治
巷
い
：う
植
民
へ 

■

■:
•:
土
義
の
復
活
を
策
し
て
い
る
と
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
及
び
佌
界
の
興
諭
に
訴 

え
た
。
オ
ラ

V

タ

.は、
共
和
國
は
無
秩
序
な
混
亂
狀
態
に
あ
り
、

.：V
V力
 

:
.:v

ヤ
デ—

铋
定
騰
行

.の意
輝

%■
能

ガ

;'
%な
い
：
と
：生
張.:1
.
^
仍

る

<
?
.
典

和

國

：
； 

.

.の治
安
狀
態
が
惡
い
士
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
才
ラ
ン
ダ
：

41
隊
.が
撤
退 

-L
な
い
か
ら
治
安
が
惡
い
の
か
、
オ
ラ
ン
ダ
眾
隊
に
ょ
つ
て
維
持
さ
れ
な 

け
れ

'^
な
ら
な
い
ほ
ど
共
和
阈
が
無
能
で
あ
る
©か
、
双
方
の
主
張
：は
喰 

■'
.

い
ち
が
う
？
共
和
國
は'へ協
定
第

.--
*
'
條

に

ょ

ク

共

和

國

政

府

の

斯

^

^

の
へ 

'

嵇
威
が
認
め
ら
れ
た
ジ
ァ
ヴ

' 

ァ
、
ス
マ

.;>
ラ
，
ょ

り

オ

ラ̂:
ダ
軍
が
撤
退
す

」

.

れ
ば

'第
十
四
條
に
關b
s、v典
和
國
領
內

.の外
國
人
財
產
ば1則
办
茁

：
' 

锛

な

所

有

者

に

次

第

に

：戾
る

.であ
ろ

う'どい
5:
-
。

才ラ
ン
、ダ

.は、
，
ま

ず

共 

.

崩
國
に
ょ
つ
て
蘼
十
四
條&行
の
意
思
と
能
カ
が
示
さ
れ
れ
ば
、

-'

軍
隊
を 

撤
退
さ
せ
る
也
い
：う'0
:經1
態

に

關

し

て

も

>
,
オ

デ

シ

圹

が

海

上

封

鎖 

..
-

奋
し
て
い
る
か
ら
イ
シ
：ド
ネ
シ
ア
の
狀
態
が
惡
い

.の.であ
る

.か、
共
和
國

■

:
.
v
、
.
.
.
v 

パ

.に 

.
ノ

.政府
の
み
で
は
秩
序
が
維
^
で
き
な
い
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
の
銃
削
を
要
す
る

;
^ :

で

ぁ

ぷ

か”
.：麗

卵

が

先

か

：鷄

が

洗

か

^

^

:

^
隱

^

醫

す

る

.。
，
隊
 

.定
®

:

不
W

館

の

：根

本

迄

故

相

武

の

农

篆

が

あ

つ

た

の

セ

あ

る

。
、
凡

そ

協
：： 

ン
パ
淀
が
遵
守
さ
れ
る
：た
め

^

礙

： _1

相

互

の

協

：

r

の

意

；

i
:

が

不

苽

缺

で

ぁ

る
。
：
：
' 

.
:
:な

れ

が

众

妒

诉

ば

，
姻

卿

に

協

：诺

自

身

が

政

诒

止

職

人

的

功

妙

さ

を

以

て 

作

ら
-:
^

て
：ぃ
：：て
，

';
^

<

履

啊

不

可

能

な

紙

上

の

計

轚

_

終
^

ャ
' |
'

;
を

ぇ

な.
ぃ
.

'* 

の

で

あ

る

。

 

' 

- 

:
:
:

(

協

婼

調

印1 1
-

後

旣
^

へ

こ

め

傭

定

は

獨

立

も

(

經

濟

的
_

カ

か
.
ら

の

早
. 

期

解

決

も

齎

ら

ざ

な

奴

で

あ

ろ

を

と

い

う

確

信

が

す

ン

ド

ネ

シ

ァ

に

廣

ま 

つ

た

お

れ

う

。
、
こ
.
の

清

は

そ
.
の
後
の
；オ
ラ
：シ
，ダ

の

行

励

に

ょ

り

惡

化

ず

. 

本

—*
:方

.
で

ぁ

っ

ー

た

-0
他

方

、

〉

ォ

：
.
ラ

ゾ^.
本

國

に

：ぉい
て
邶

、
' 先
に

觸

れ

た 

主
0

持

委

遣

會o .
i

y

な

右

翼

が

、

ィ

ン

ド

ネ
.シ

ナ

で

©
總

合

黍

員

會 

就

中
.
.ス.
' 
へ
■
ル
メ
ル
•一
ホ

■
ル
^

と
，
.そ
I

.
ク

の

.

.
活

動

を

牽

制

す

る

°

こ
.
©

ょ

う

な
 

:

狀

況
' m

に
.顧
«

の

空

氣

は

次

第

々

々

迄

决

お

れ

て

；

^

っ

女
。
:: 

:
'

-一
九
四
七
年
五
；̂

ー
千
七
日
ー
に
總
洽
委
員
會
は
ハ
共
和
國
代
表
に
最
後 

逋
牒
を：

っ
ぎ
つ
け

^v

こ
れ
は
他
の
！
！
成
諸
國
と
玉
冠
め
代
表
と
共
に
、

ィ
ソ
ド
'ネ

^
.

」

ア

..
に
.假

連

邦

政

府

(in;t

(D
バ.im...FederaIGOVern

日ent>  

，
を

撒

成U
-J
:
:
う

と

ず

.るも
め
：
で

本

る

。
.こ
の

驚

は

、.翁
一
に
：、
連

邦

業
.
. 

務
を
組
織
し
、
：1
1に':
-
'
'
こ

0
.
政
贬

0'
卞
に
未
來
の
對
外
關
係
の.た.办に
. 

,對外
關
係
泰
員#(council  for  Foreign  Affairs)

を
作
る
.0
こ 

の

.委員
會
の
搆
成
ゆ
、'-
東
ィ
ン
ド
ネ
シ
ア
及
び
ボ.ル..ネ
オ

か
ら

谷

 
一
^

、■ 

計

-*
.一名
の

-̂
ン
ド
ネ
ジ
ア
代
表
と
、ノ

議

長

を

務

め

る

：オ

ラ

ン

ダ

外

務

省

極

.
 

*支
局
の
代
表
と.であ
る
。
.歡一一:

一：に(

敵
對
行
爲
中
止Pた
み
に
國
內
窣

金
保
障
統 
AI
韩

泰

會(Joint:  Directorate:  of'Internal;.

8咨 

.

.wityx:

を
作
る
。•そム
冗
液
合
編
成
の
瞥
察
隊
の
助
カ
兄
ょ
つ
尤
法
と
秧

. 

*を
維
持
す
る
。.'
.--
第
四
に
、'
.
输
出
入

.、'*
徵
外
關
係
の
金
事
頊
に
荀
法
權
を
： 

‘つ
統
合
經
濟
行
政
赛
員
會
：

(

30*
甘
户

<5
>81
1
0
1
1
1
1

0:Adiministirative  

commission)

：の
設

.定。

.こ0.
搆
成
は

' 才
ラ
シ
ダ
、.共和
國
、
苽

イ

■
 
:
 

■
 X

ド
ネ
シ
ア
、

：

西

ル̂
ネ
オ
代
表
及
び
オ
ラ'

V

タ
所
有
の

.ジャ

.ヴ
-7
蔽

行

.

'
 
讓

で

ぁ

る

。'-
.
.
,
.

ぐ

 ̂

. 

• 
ノ 

.

.:

こ
の
ォ
ラ

Vダ
の
提
案
に
對
し
セ
共
和
國
侧
ル
、
，
オ
ラ
：

.ンダ

.が
武
力
行 

.

...

使
を
す
る
の
：で
は
な
い
か
、
.:-
と
い
：ぅ

.'
こ

..
と
に
關
寐
し
._.

て

常̂
に
懷
疑
的
で
...
 

,

'.
あ
り
た
。
第j

兄
、

.未來：の逋邦
國
家
を
る
た

.めに
、.
オ
ラ
シ
ダ
ぃ 

...

.と共
和
國
が
協
カ
す
る
、'.
と

い

.5
の
で
は
な
ぐ
て
、
ぐ
オ
ラ
ン
；ダ
と
ィ
シ
ボ
ぐ 

承
シ
ア
の
稱
々
の
政
治
的
實
體
と
の
間
0協
カ
で
あ

.る點
が

不

滿

で

あ

.つ

:'
'

.た
。
畢
竟
統
一

：

主
義
と
連
邦
主
義
の
問
題
で
あ
る
。
第rs
.
、

v國內
安
全 

..保
障
幹
事
會
が1:
武
裝
の
オ
ラ
ン
ダ
窜
隊
が
典
和
國
領
に
進
出
.すが
手
貝

：
'.

.

.

.去
し
ズ
用
い
ら
れ
る
：こ̂
を
恐
れ
た
ス
第
三
に
、
：
.經
濟
問
题
に
つ
'い
て
：の
'
, 

，
オ
ラ
ズ
^
の
提
案
は
、

'.
:典和
國
領
か
ら
の
輸
出
が
、、
ジ
ャ
グ
ァ
、
.ス
マ
ト
'

:•
•'ラ
、
.
.マド
ラ
：よ
^
も
む
し
.ろ
巧
來
^
:ゾ
ド
.ネ
シ
ア
、
.ボ
ル
'ネ
オ
.と
い
久
オ 

.:
';シ
ダ

茭

配

地

域

ぬ

經

濟

的

復

興

促

难

の

だ

め

^:
用

ぃ

ら

れ

る

乞

と

を

恐
 

.'

.
、
'
れ
た
。
第
四
：に
、
：：假
政
府
に
お.け
る
：王
冠
の
代
表
と
オ
ラ
；タ
矿
外
務
省
の
.
' 

.
,
.
*
越
は
、
：_
.假
政
府
の
對
外
關
係
が
共
和
國
を
弱
化
す
る
ょ
ぅ
導
汉
：が
れ
る
ン 

.

.こ
と
を
恐
れ
た
。
か
く
し
て
連
邦
と
協
力
に
つ
い
て
の
不
一
致
が
屈
然
站 

本
的
®

だ
つ
尤
の
で
あ
る
。. 

.

共
ゝ
和
國
の
反
對
提
案
は
六
カ
七2
:

(

ウ
ォ
ル
フ
に
よ
れ
ば
八R)

に
オ

:

ラV

タ
侧
に
屆
い
た
。.そ
れ
ば
.五
月1.1

十
：七
日
の
總
合
委
員
會
の
提
案
の. 

"實
質
的
拒
否
と
な
る
ほ
ゼ
多
く
の
條
件
之
制
限
を
附
し
た
も
の
、

あ
づ 

.た
。
.モ
（

ク
.は
之
を
：.

F

殆
ん
ど
全
股
时
に
存
锘
的
且
つ
不
滿
足

」

な
も
の 

で
あ
'つ
.た
'と
.述
べ
て
，;

V'る
。
.
.L
か
し
.之
：に

は
'シ
ャ
>
,ル
の
-'
合

同

假

政
 

府
を
受
容
ず
.る
差
い
^

醫

書

が

附

洚

れ

て

あ

：づ

だ

。rこ
れ
は 

. 

<ャ.リ
ル
'
:のオ
ー
ブ
ゾ
％

と'€
»
交

渉

政

策

究
'典
和

國

內

の

讓

派

か

ら_
 

:迪
を

齋

'た
こ
也
0.
;
.證
で
%?
あ
ゐ
ガ
。
.事
實
六
月
末
：に
は
、'.
シ
、
ャ

リ

ル

は
'
i 

，
典

部

國

內

各

派

の

.非
常
に
強
い
反
對
に
遭
遇
し
，
.た
の
で
あ
る
。
ジ
ャ
リ
ル 

敕
府
が
_な
し
：た
讓
步
に
對
ん
て> 
贫
翼
相
、.
§
に
批
判
的
.で

あ

つ

た 

•
:が
、
^
守
激
本
ま
：た
ど
の
、協
定
に
反
對0'
意
を
表
し
た
の
で
あ
る
。
卽

ち

. 

’六
艿
ニ
十
五
-0
は
>
.マ^

:'
'
>ミ
.鐵
の

總

裁

ス

岸

，
マ

X

博
士 

Q
r
. 

soeki. 

日

目

>
,は
、
，
彼.の
黧
.が
、

リ
ル
を
.逐
い
出
す
可
.能ii

の
あ
る
こ
と
を

.

. 

_々
L
^
o
p
>
^
«
I
C
F
a
r
t
e
i
^

ta
g
j§̂
pcl
i§g
gs,

• 

y

y

ド

:

.ネ

ジ
ァ
國
民
，黨
y

:

'i
>'
シ

'̂
:

ミ
_
技
：讓

歩

に

强

く

反

對 

ジ

-ャ.ップ
>ギ
リ
は
六
月

1
1
+
日

及

び

-叶
三

0.
の

1|
涉

に

對

し

て

、

ニ
.： 

.
十

六

日

に

吞

認

の

禀

令

睽

じ

た!9
.グャ
ッ
ル

.は六
月

1
1
'
十

.七 

た

。
.
ス

カ

ル
ノ
及
び
再
び
^
ャ
リ
外
政
麗
支
持
匕
戻
や
た
サ
ジ

ャ
:
ッ

プ
.

. 

ヤ

y.
は

.シャ
リ

ル
の
内
閣
復
_
を
求
め
た
が
ハ
彼
は
肯
ん

.ぜず
、
七
月
三
日 

シ
ャ
リ
フ
ッ
デ
ィ
ン

»閣
が

成

立

ム

た

の

セ
.あ

る

：
0

し

が

新̂
內
開
はグ 

パ
ャ
リ

.ル內
閣

0.
懸

踏

襲
.し

た

の

考

似

前

と

：同:0
恶
盤
，の
上
で
モ

-

f 

と
ダ

ャ
.，リ
フ
ッ
デ
ィ
-'
/

は

#-
數

の

覺

ん|
|
を

交

換

し

た

の

で

ぁ
.る
。
'>
-」

の
. 

'間ァ
4丨
'か合
衆
國
の
卍
渉
も
ぁ
ね
た;-
6..
/

「

合

衆

國

呢

ィ

シ.ドネ
％

ァ0 

發

展

ぬ

必

然

：

g

皆
關
心
を
狒
わ
ね
ば
な
ら
な..
い
：。
；#故
な
ら

、
' 
經
濟
的
に
：

リ
ン
ガ

'ジ
ャ
テ
ィ
協
宛
に
つ
い
て
⑶

:六七
：
；':
:(

四

七

55
:
>



養

；̂

^

.

..s
iff
l學
#:
:
雜

'#
'
::#
:.西
-+
:ハ
#;〉

秦

六

^
-\
'
.
:

か
ら
で
あ
る
。

」

こ
う
述
べ
て
ア
メ
リ
力
は
双
方
に' 

‘
C

の
最
娘
提
案
愛
諾 

K
v:̂
勸
错

.し：た
。
，-ァ：.メv;
:ガ；ば
.：リ>>  
ガ

.贫③

4
:
に
龙
ボ
ば
？
國
战
の
經
濟
的
復
興
の
斿
冲
砍
財
政
的
援
泐

:0
,可
能
性
を
承 

唆
し

.た-ので
あ
る
か
ら
、
ド.ル'の力
に

.よる
干
渉
と
み.ても
よ
い
^
あ
ろ■.
 

う

。
■:■.
,し
か
も
事
鶴
は
好
芻
せ
文
闘
爭
の
場
合
に
は
焦
土
戰
術
を
採
る
：こ
と 

、
：：
:̂
.将和
國
に
ょ

1昜
1
1
洛
れ
、
：
贺̂

地

帶

及

ぴ

內

部

で

.破

壊

狞

動

冰

非

常 

に
增
加
し
た

◊そ
し
て

•遂に
七
月
ニ
十
日
に
、
モ
ー
ク
は
共
和
國
代
表
に 

對
し
て
、
オ
ラ
ノ
ダ
政
府
は
、
も
は
や
休
戰
協
定
及
び
リ
ン
ガ
ジ
ャ
テ

< 

....

，
協
定
に
自

h如
：

E

衆

さ

れ

る

；
と
み̂

0#
いr
そ

1>
'
-
於

行

動

：の

诌

曲

を

興 

ン

-.
:び
.とる
と
宣
言
：:1
::
:
:

た
。
セ
：同
時
に
歡
フ.：ン
本̂
國
の
首
相

.べ.丨ル
：
博

±̂
^
 

(Dr.  Lonis  J.  M..  Bes

は
、
副
總
符
は

「is
察
行
動」

を
と
る
べ 

_
限
を
與
克
ら
れ.た::
>1>
:
;
が
吖
ガ
ジ
ガ

.ジ：：ャ
：|7:
ィ
協
定
に
よ

>
0
立
簾
は」 

オ
ラ

ゾ
ダ
政
朌
の
政
策
の
變
ら
ざ
る
闾
的
と
し
て
殘
か
、
共
和
國
を
破
壊
、
 

Lよ
う
と
す
る
も
の
で
な.いと
放
送
し
■た。
力
く
し
.て.七
月

j..
一.十I:
日(

ト 

ム
ブ

ソ
ン
に
よ
れ
ば
二
十R)

ジ
ャ
ヴ
ァ
及
び
スマ
ト
ラ
で
、
オ
ラ
ン
ダ 

の
磐
察
行
励
が
境
界
線
を
こ
え
て
國2を
掃
蕩
し
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。

.: 

;
.
6

'-
,オ
ラ

>
^の實
カ
行
使
の
洗
意
の_背因
■.
.
.
:
'
.

;-
:
::
_.

っ

'
:
'::
:
.
ぐ

';'
:-

あ
く
ま
で
共
和
國
侧
と
の
交
渉
に
よ
つ
て
、
靖
態
を
落
着
さ
せ
よ
づ
と 

'努
九
し
弋
ぎ
た_合
委
負
會
、
會

1ヴ
.ァジ
：ン

.モ卜
>が
何
故

-«
カ
行

# 

::

を
決
意
す
る
よ
う
に
な
つ̂の
で
ぁ
ん
ぅ
か
钇
政
洽
的
原
因
と“しで
は

、':
:

, 

六

八C

四
七
六)

先
に
觸
れ
た
よ
ぅ
に
、-オ
•ラン
ダ
本
國
ょ
り
の
壓
迫
が
あ
ろ
ぅ
。

ヘ
ル
プ 

,

ラ
ン
デ
ィ
、
ウ
工
ル
テ
ル
な
ど
の
保
守
派
は
冗
來
、
斷
斤
と
し
て

「

叛
覼」

，'，
■ぃ
を
鎭
壓
す
る
ょ
ガ
要
來
じ
祀̂た
ゴ
總
合
委
負
會
の
蒙
つ
た
經
濟
的
壓
迫
. 

-'
;
.
'
:4
,し：て
、：̂
ォ
ー
：ル
ガ
は
次'
^
^

:

.
ノ
 ：

合
委
聂
省
め
み
が
蒙
冷
だ̂

^では
な
く
夕
沐
國
め
經
濟
的
觀
迪
が

、

總
 

.
◊
合
委

^
p
m
に
壓

'^
赘
が
け
允
永
の
で
あ
る0ひ：オ
1フジ
ダ
：'の：ィ
>
>
:
ド
ネ
シ
テ
：

,
:-/满
古

領

以

來>1
.
ヵ

年
.の
：
間

に

げ

智

易
”
特
に
1

の
商
復
ば
何
の
み
る 

,

き
も
の
も
な
か
ヴ
た
。

. 一.

九

四

〇

年

に

お
.け
る
、
蘭
領
ィ

X
K-
か

ら

.
の

ル 

一
..
,
:油
製
鼎
轍
出
は
、'平
均
，1
:办
月
に
五
0
萬
ド
泌
以
土
で
1あ
：
つ

た

。

一

九

四
 

へ
7
.
#̂-
ど

四

七:¥
上

.#
-、
期

に'お
い
'て
.は
零

で̂

^-
'
;

』

.

.

.
九

©-
.
0年
，_の
ゴ

.

.
ム

輸
 

出
は
、

一
力
月
四
萬
ト
ン
以
上
で
あ
つ
た
。
そ
れ
が
、
ィ
ギ
リ
ス
及
び
■オ 

:、.ぃ
'ラ
^-
ダ
曲
满
^

^
月
間
に
^
.
为

.̂
:¥
均

、
' 六
0
〇
.ト
：ン
以
下
で
あ
つ 

.：他
方
才
テ
シ
乂
寧
彌
め
維
徐
費̂
ー
ム
县』

^
^

一

- o
j
p
萬
米
ド
ル)

以
上
で
あ
り
、
之
が
オ
ラ
ン
ダ
の
財
政
か
ら̂
出
さ

. 

れ
た
。
オ
ラ
.ンダ
の
質
易
.パラ
ン
ス

.に對
し
て
、
か
^
て
ブ
ラ
ス
で
あ
つ

へ
：；

た

領

>
^
¥
:
の
，
價

値

ぃ

は

薩

極

#

て

低

:<
な
つ

^:
の
ヤ
あ
ー
る
。-.
1..

;V
-
_
:
V
:

:M
鹿
地
：の
經
潜
費
ど
、|
地

り̂
上
る

^
^七を
比
較
し
て
、
後
者
の 

方
が
少
女
け
れ
ば
當
然
、
植
民
地
放
棄
諭
が
お
こ
る

_
.あ:5
。
:■
植
民
地 

:
;
:
上
ム
上
る
利
潤
は'£
:
:
:
部
少
數
階
級
、
鄭
ち
金
融
資
本
家
に
歸
屬
し
、
國
民 

所
得
に
と
つ
て
は
ブ
：ラ
ネ
と
な
ら&い
、

い̂
ぅ
の
が

.ホブ
ソ
へ
ン

(J.  A*

.
-»
&»}
010.
の

帝

國

主

義

諭

の

考

束

で

あ

る

ヴ

ィ
：；v

ド

ネ
シ

ア.の場
合

は

、

:;::

戰
赞
の
芬
の
^
ぅ
浪
狀
態
に」

お
扒
て
は
、
：植
民
地
ょ.̂
の

利

潤

は

、
.
利

腭
 

一
そ
吖
.も
：の.が
_な
ぃ
の
で
あ
る
か
ら
、.金
融
資
本
家
の
手
中
に
も
歸B
し
な

,い
:.
0植
民
地

0叛
亂
を
鎭
壓
す
杏
だ
め
の
軍
事
費
が
過
大
で
、

■畜
の

財

'.

:政
に
鍵
を
來
す
と
い
ぅ
ィyド
ネ
シ
ア
の
狀
態
樣
、
フ
★

ゾ
ス
の
イ
ン

' 

K.
 V

ナ
に

.お：t

を

狀

腹

に

酷

似

し

，
で

^-
る
-0
:

_寫

.フ-ブゾ
ネ
は
フ
ィ
ン..

ナ
ね
お
汁
る
ホ
ー
ぐ
ー
チ

.ギゾ
箄
と
の
戰
議
の
麼
費^'
耐

え

ら

れ

^

べ 

規

在

で

：
は.ア〜

リ
ネ
の
武
髁
彈
藥
援
助
祀.ょ：っ
.て_
が
繼
續
さ
れ
弋
い

.

一.る
の
で
が
る
テ
し
か
し
ど
の
ー
よ
ぅ
な
植
民
地
放
棄
論
を
生
ぜ
^
办
る
よ
}

.

.左
經

濟

的

霞

が

、::
--
逆

私

ィ

汐

ド

、
チ
ツ
.ァに
軚
い
で
は
軍
事
行
動
釔
是
ら'. 

•着た
と「

い
ぅ
ゥ
、ォ.ル.マの
：見
觀
は
珀
當
で
あ
石
ぅ
か？
.:へ
>

,'
_フ
ァ
ン
«'
,乇
丨
グ
自
#:
は
、
.過
南
の
植
民
35
_
の
時
代
ば
終
り
:-
本

國

' 

.
:と
：舊
腺
民
地
と
：の
間
の
關
係
に
新
し
い
組
織
形
態
が
作
ち
れ
な
け
ば

^

. 

ら
な
い
、
ぐ
と
い
ぅ
思
想
を
抱
い
て
：い
た.こ
ど
吃
間
違
.い
.な
い
で
あ
ろ
5

,;
°
;- 

:「

フ
ナ
シ
>
モ
|
ク
商
身
.の
心
中
で
は
、
七

月

ニ

ヤ—*
.日
一

の

げ

動

は
' 
辨 

一X
て
植
民
並
義
の
復
活
を
命
臌
し
た
も
の
で
な
い
.こ
とb

疑i

な
い
、」

と
.：
 

い
：
ぅ

ゥ..すル
ブ

.0,
;見
方
.は
正

.
い̂

ょ

ぅ

に.思
ぅ

0 
フ
.ァ
y.
rモ

--

"ク
：
の

、
：

,艏民
生
義
時
代
は
終
づ
た
と“
5考え
茨
に
對
し
，て
ば
、#ラ
シ

.^
內
.に 

_し
い
批
判
が
あ
っ
た
が"1,
か

:̂
父
婊
が
長
び
け
ば
瘦^:
<;
;
-
ほ
ど
考
ラ

..
: 

-'
/■ダの
經
濟
的
地
位
は.ベ
な
る
：
V
.
と
い

t考
え
に
マ

iT:
;は
、
、
保
守
派、.. 

:
§澉
.一:敫し
：て

.いた
と

'思わ
れ
る
。

〉

ィ
ジ

^!
ネ

.グナ

.は
現
扭
膝
甑
狀
態
.'

:

换
序
が

復̂

す

れ

ば

：、
ぺ

そ

の

時

結

ば

れ

泰

|フン
ダ
ど

'の：關
係.:
- 

. '

に
っ
い
て
異
論
が
ぁ
る
に
せ
が
、
，
と
に
.かぐ
何

か̂

0:
歡
濟
贫
激
攸
ゼ
が
.■「 

^
0俅守
主
義
考
の
ブ.ラ.ゾに
：ょ
れ
ば
、»:
來

"の植
民

靈

に

,1
:
-
る
.利
益
'.
' 

が

ォ

テ

歸

露

_夺
で
ぁ

5ぅ
し
、

_:
'や
|
>
筹
進
炎
派
が
觀
點
に>

.

づ
て
も
、
：新
し
い
關
係
办
上
で
相
瓦
間
.の
貿
漏
が
行
な
；わ
れ
、
' ボ
ー
フ
ジ
ダ

；
.

*
. 

■■ 

< 

■ 

\ 

, 

■

リ
ン
ガ
ジ
ャ
夂
ィ
協
定
に
ら
ぃ
て
⑶

 

‘
.

..
の

經

濟

的

窮

迫

ば

救

濟

ざ

れ

と̂
豫
想
さ
れ
た
で
あ
ろ
ぅ.0
*

/ 

.

.
:
.
.-
■•更に
％

兄
：ら

れ

る

)

>'
;機
、
.、軍
事

費

办

墙

大

と̂>
:
.'
0て
%;
'當
時

、.旣
.

.

」

：
；.
'
に

£
し
た
ォ
#ン
'ダ軍
隊

が
ィ

ン

：
ド
'ネ贫
ア
に
存
在
し.た：の
で

.ある
0 

:

':
..
参

傲

用

0-
て
：1::
擧

¥事
態
を
收
拾
す
れ
ば.,
'
:
そ
の
後
は
軍
事
雪
削
減.

.

,

ぎ
玢
と
，激
想
さ
扎
.
.た
。̂
ハ̂
宋
に、
' 
ィ
.
ソ.ド
术
シ7*
に
お
け
る
オ
ラ
.ン 

.'

.
'
^
堪
隊
は
約

*
^
-
^

九

#で
あ
り
、':-
:副
將
軍

'ス：ポ
..
1
ル
，

9:
^
. 

..

0:eneral  

:'■S.H,  

%
0
贫

^.
:の
指
揮
下
ぬ
あ
づ
：た
。

」

.彼紅
は
强
カ
で
、

ょ&
練

さ
• 

へ

..

.
'
れ
、
ぃ
十
分
な
装
備
を%:
%
,'
:
\
へ
靈
カ

f
、

.機
械
化
さ
れ
た
軍
隊
で
あ
つ.

.■'
•'-
て
：、I第
1隞
吹
终
軍
と
ー
海
窜
に
贫
援.され
べ
い
た
％1>
が
し
兵
員

.の揖
窖

，
.

.
^喪失
1>
お

兵

器

を

補

愼

す

る

大

：：
ド
ッ
：グ

'は.比較
的

少

彤

か

っ

：

た

と

い

.

..

一

•^
.
1
度

軍

事

抒

動

を̂せ
ば
ー.ー.丨三
週

間

で

平

定

で

き

る

セ

思

.
っ
て
い 

.

■.
だ

.彼ら
が
，
皁

-
^
:
動
を
趋
し
で
早<-
:故
國
：に

|
1
^
だ
栌
つ
て
い
た
と
と 

.

.
は
十
分
首
賞
せ^
? 

0

制
暇
さ

.れた
行
動
セ
ぼ
な
く
て
、
金
ィ
ン
ド
ネ
シ
ナ
. 

ヘ
ン
典
和

®の
.完^
!
な

撤

藻

女

馨

て̂
い
た
ズ
ポ
：

—

：
ル
將
^

|

:

へ
一
ル
ブ
ラ 

::.
シ
於

.^̂:
パ

.

「

有
齡
な
取
人
、
ス
：欢!"
:ル
將
軍
：
の
大
膽

办

思
齡

」

.と
ほ

め

ら'

.

.

.
"

れ
て
い
、
る_と'.
こ
、
ろ
.を；み
れ

ば、
' 
軍
部
が

.行動
を
欲
レ
た
-と
.は明
©-
.で
あ 

.,
•'
る

o
'
.
ー
實
際
ね
行
動
衫
嚙
し#結
果

は

、
：典

和

國

侧

：

の

'.v,y
ラ

ど

焦

土

戰

術

: 

-
に
お
る
抵
抗
が8推
1.
.てク
も
し
妒
の̂
敵
對
關
係
：を_續
し

.
て
い
つ
た 

へ
，
だ
ら

^
*鋒
塵̂
め
茭
援
は
な
い
に
ぜ0:
'*\
ィ

ゾ

ゼ

ダ

チ

.の
一
ニ
の
舞 

•
 

:
,
.
_

が
る
诃
能
性
は
非
常1澳
和

兑
導

從
っ
セ
そ
れ
が
ぢ
德
，
軍

事

費

.  

:■'
;■過
大

.ょ
値̂
两
她
放
棄
論
於
學
ぐ
々
だ
ろ
デ.と思
わ
れ
る
が
、
？

ラ
、

•■
ゾ
ダ

.め車
幕

#味
ピ
；!•
'
•
ク
私
も
を
が

'そrv ‘

ゾ

ダ

办

經

濟

的

資

爾

底

を

.  

'つい
て
い

^
^玖ぃ
ぅ
狀
況
は
、
べ
ォ
艺
シ
ダ_直
ぢ

§
事
行
驗
を
と

^;
.
.

■
六
丸
：

へ
四.七.
®
.



ベ
ー

.

.

.

.

.

.

.

.

;:
:
H
'
田

擧

會

雜

訪

、
第

闯

出

六

#:,
>

へ
八:■；
：
へ

：'
ご

V

せ
る
根
源
と
な
つ
た

A3

思
わ
れ
る
。

 

•
,

:
-
鏟
濟
的
壓
ガ
ど
政
治
的
壓
カ
ぞ
が
重
汝
タ
て
べ
1
:
4
首
相
迄
3.
>|
ン
ギ
ー 

■'
,
'
、f
y
海
外
領
也
相
わ
ば
、1
<
|
*
1
^

之
教
定
时
會
談
釔_る
ー
た

&
.パ
' 

へ「

；

'
^ヴべ
ァ

ぬ

赴
%>
:
た
':
0
:

-:
:の
時
來

^̂:
淺
モ

^
^

趦
爲
の
た
め

に
力
如
用
い
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
、と
は
殆
ん
ど
確
實 

だ

と

信

じ

て

い

た

、

と
ゥ
；
ォ
：
ル

ネ

は

述

べ

て

い

る

。
被

に

：
よ

れ

^

^

合

委 

' 
::*
會
の
_
長

街

#

.1
6

黨
.で
あ
を
ス
：人
ぐ
ル
：メ
厣
ボ
ル
ン
#
け 

を
主
張
-

a

た
。「

そ
し
：て
も
:1
>館
蓽
拧
動
が
另
ド
リ
ッ
ネ
"
勞
働
黨
逋
立
政
一 

へ
'4:
府

叹

霖

と

べ

：|:
.
:ル
£
閣

の

：
餐

安

意

味
3
ぎ

1\
な

ら

、
ぐ
：と
;れ
ぬ

ほ̂

:

支

持

が

必

要

：で
あ
'つだ
。
：.しか
し

.ベ—
ル

.とョ
ン
ク

.マ
^.
が
五
月
末
ネ

-

K.

■
ン
ダ
一
®

つ
た
後
、
.ス：

へ
.ル
ネ
,
：ホ
.ル

>y
も
、'%■
■し
オ
ラ
ゾ
ダ
ゆ
最
後
提
：

： 

:

象

が

^
和
國
构
よ
.つ
て
+
分
受
^
さ
れ
な
“
な
ら
ば
、パ
そ
の
綠
果
オ
'ラ
ン 

':

^
政
蔽
の
勸
街
す
'る
如
何
な
る
行
動
に
も
反
對
し&:
.い
と
い
？

-
と
を
認 

,

-め
た
の
で
あ
る
 

o
.
v
.

-:
-
:
.
"
-.
:
'
'
'
r

:-
-
'
'
.
;
.

-'
:
.̂>
:

:

:

忍
耐
强
く
交
渉
を
進
め1でき
た
プ

.、7-
ダ

*
.^
!グ
が
何

故

^
突

然

强

か 

..：政
策
を
支
持
す
る
：よ}
.
に

w
'o
fo

の

.であ
：る
か。
"
ケ
ォ

.ルッ
は

.、，
こ.の'
モ 

:1:
'クの
_心
の
腐
因
を
彼
の
落
膽
に
歸
し
て.いる
。

「

.
彼

が

才

为

ン

ダ

本

國 

.

,の强
い
反
對
を
狎
し
切
つ
：て
、
：：長
い
間
努
汸
し
て
含
だ

!;
'
-
'
.

ゾ
ガ
ジ

'ャ>
ァ
オ 

.

協
定
が
調
印
以
後
何
の
効
果
を
も
逆
み̂

0にな
.い.-.:0
:彼の
.政策
に
對
す
，
 

.る批
判
と
協
定
履
行
の
困
難§
つ
で
、
.彼は
、
：.協定
の
槪
念
：と
方
針
で,

.

..
あ
る
相
互
的
莪
盤
忙
お
い

V

よ
り
もI

方
的
遨
盤
の
上
に
お'いて
腹
行
が
：

'

*̂
り
効
展
的
に
な
し
ぅ
る
、'と決
定

1,
.たこ
と
は
明
瞭
だ
匕
し
て
ぃ'る。: 

し
か
し
相
瓦
的
協
定
は
—
方
的
に
履
行
さ
れ
を
こ
と
は
ャ
き
な

\/
>,
0'
.'
モ
丨:-
-

^
,'
..
七

0
' 

v

(

K
--
t
r/v
v
,

ク
の
本

來

，の.精陳
の
統
一
性
に
も
妳
ら
ず
、
彼0'
後
の
行
動
と
公
的
聲
明>

. 

>

は
、
彼
自
身
の
思
想
の
失
敗
を
示
し
た
，
と
い
ぅ
.の
が
ゥ
方
ル
フ
の
批
判 

で
あ
る
。

ヘ
ル
ブ
ラ
ン
デ
イ
は
、
ベ
.丨ル
と
ヨ
ン
ク
マ
ン
が

-バタ
o
 

に

い̂
た
時「

モ

Iク
自
身
は
改
心
し
た
と
い
ぅ
徵
を
一
ボ
し
た
ば
と
記

.1>
:
. 

て

.いる
。
し
か
し
ヘ
ル
ブ
ラ
ン
デ
イ
に
よ
れ
ば
、
：モ

.丨ク
の
改
心
ば
、
彼 

が
政
治
的
セ
ン
又
を
も
つ
て
い
た
故
の
改
心
で
知
％
..:
卽

知

、
：
’
彼

は

灰

國 

.,
-の
自
已
.の敗
策
辟

對

龙
る

撖
#と
、
.そ
れ

.よ
#

で
自5.
;
'
の

地

位

の

危

い

.
： 

こ
と
を
知

^
^
か
ら
：だ

.
^
い
ゲ
の
せ
あ

^
^
;
&
總
督
モ
丨
>

の
忍
耐 

さ
え
つ
き
た

」

上
別
の
筒
所
：で^ ：
去
つ
：て

1>
..
る
ネ
じ
が
し
ー
：モ
！

ク
自
身
は.

:

•-
'
.
,:
■'
•經

视

的

靡

赴

虼

令

砂

て

咎

晚

歡

壓

迫

らっ
1,
-
\て
%-
:

>-
- ^
自

身

の

思

想

の
 

:
,

一敗
北
^:
ヴ
1-
ぬ

.

&
も

觸

れ

て

.い

な

い<°」

彼
は
、
;,
'
'シ
：ャ
リ
ル
、
.
シ.

ャ

リ

フ 

_

.

ッ
デ

.'ィ
ン

■に
對
し

^
は
十

^
象

敬

を

示

し̂:
が
..̂.
^
、
.
.强
調
す
る

.と

.ご
/3 

は
、
.イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
無
秩
序

.>
:
-
.
混
亂
も
破
，壞
活
動
、反
オ
ラ
ン
め
事
件
の

. 

颜
發
で
あ
る

^
內
科
的
方
法
は
失
敗
し
ち
激
者
を
無
法
と
テ

“
リ
ズ

A 

■ 

V
ど

-い
^
;癌
か
.ら
救

5>
た
が

_
必
要
が
も

^
は
外
科
手
術
で
あ
る

0」

.彼

は

: 

簡
單

.に
：
こ
：
ぅ

逾

：ベ

V
.

い

る

だ

：

&

でW

る

。
づ

.

:.
,:
:七月一:1

十
，ニ

'日に
.おv
-i
:れ
た

^

:■•
:戰に
致
る
：ま
せ
マ
典
和
國
は
ク
ヤ.
ボ
え
、
；'ス'.
マ

'iフ：で
非
常
な
領
土
の
損 

:
'
'
\
¥

親
づ

.た;°

.
;
政
府
は
ゲ
も
で
の.準備
^
^ると
共
にグ

ャ
ゝ
リ

.
ル

は

世
界 

'.
.:の同
傲
如
集
め
よ5.
:
;
と

1>
;た
.
0
.
扼
ゆ
レ

Iク
サ
ダ
セ
ス
：に
飛
ん
で
、.國際.  

.

.

.
•
連
合
安
全
保
庳
趣
事
會
に
提
訴
す
る
こ
と
に
成
功
し

'た.ので
あ
る
。
、 

i
 
 ̂

 ̂

P
.

1
1

0
.

,

C
3

)  'Ibid.'p'!14..

厂

-:'
.
 

.

.

.

.

.

.

(

4) 

T
h
o
m
p
s
o
n

 

&
:
A
d
o
l

«J; L
e
f
t

 w
i
u

Jqia sout
h
e
a
s
t

:

a
sf.
5>.'17
00
.
邦

'5
九

1

5
.
;

■

C5) ，M
00k;  The  

s
t
w.
:
k
^
s
o-
f
o-
o>
m6
c
r
a
‘c

;
7
 iii  soctlleast  

.
 

(b)  Wolf;  op,  .citi,  p.  123.

.̂Thompson

.
 &  Adol

-B

.op..:cit.,  p.  
1
7
8r-
.
'
^
_-*
^

^

■:
.■'.
'

.■.-:
.■
■
■;•
•
,'
'■
'
:

.

’ (

7
> M

o
o
k
;

 op. 

cit., p. 224,

へ 
8 
V-''-Ibid.,  p. 243-&  W

o
l
f;  op. citv'  p. ISO.  

-
■
:
.

■ 

r
9
>

 

Wolf;: op. 

c
i
r
,
p
v 

119. 

•
: :
■.
.

9

^ 

p
. 

:

.

(

&
' き

；，P.-132.

.

(

12) 

Gerbiranay; Indonesia, p. 151.

:
(

1 3)

..こ
の
點
に
っ

.

い：て
% -
:

、：
へ

ル

ブ

ラ

ソ

は

：强
氣
，で；あ
っ
て
、

:

--オ
ラ
ソ
ダ
軍
ば
軍
事

'

的
に
こ
の
こ
と
が
可
能
で
あ
リ
、
し
か
も
解
放 

...
さ
れ
^

.

ィ
ン
.

ド
^

シ.
ナ
'

太
^

« '

、.
：..オ
ぶ
フ
、
ン

.

#

^
 

.

.

.

.

. 

と
.

い
っ
て
い
る
。

(
I

M
d

.
,

 

P
,

1
5

1

0 .

彼
に
よ
.れ
ば
オ
ラ
ン
'ダ
の
：軍
事
'
.
'

.\

行
亂
を
4

敗
3 .
-
:也
ー
た
わ
の
は
、
.

：國
連
安
垒
保
障
趣
：事
會
の
辛
渉
：と
ぢ
/
 

.

.

:
之
を
免
容
し
た
ベ

I
ル
.內
敝

の

弱

腰

だ

け

で

あ

る

，。

•

(

14
> W

o
l
f
;

 
0
ば
.
c
i
r

p. 128.

(

16>Ibid,'p.  IIS.  

,

(

16)  Ger

oJrandy

'*
'op.

 

c
i
ct
.
, 

p*.
1
4
7
,
'

-

-•  

- 

- 
、
 

r 

/ 

■ 

_

9
-ン
ガ

ジ

：.々
-テ
.
'ィ協
定
に
っ
ぃ
て

(3
)

. 

ノ

.

-

9
 

.

へ
結
論
に
代
え
て.

〉

'

:

.

.
ノ
 

• 

... 

. 

.
<•
, 

: 

.

.

.

.

.

. 
-

• 

\ 

. 

：

. 

-

::

.

.
國
微
速
ムnに
.•お
ける
オ
テ
，ン
ダ
と
#
yドネ
シ
T
'
和̂

國と
の
爭
い

.

ソ

：は
、，«

な̂
_
際
情
勢
を
反
映
し
な
が
ら'翁
に
^
和

國

の

勝

利

：
に

終

.
つ 

'
;«
輪

ぎ

九

，四
^

^
織
ー
;?
五
日
に
安
全
保
障
理'«
.
#
'
の
決
定
に
ょ
り
ィ
.

••
.
...
，
ダ

ド

ネ

シT問
題
調
停
办
た
め
組■
さ

哲

、
第
一

M

奢
的
性
格
を
も
勹 

「

^
ッ
ド
，
オ
フ

.ィ
シ
ズ
裘
員
^
バ
0
0
0
5
0

纽

0
6
3
0
0

日
0
2择
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.
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條
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。
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簡
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目
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得
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が
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く 

て
、
從
厕
带
國
主_國
.の*Q

民
族
運
動
が
、.
.
支

©靡
國

主

..
義
國

.

. 

(

そ
の
ょ
う

言̂
葉
が
あ
る
と
ず
：れ
ば

)

の

援̂
を
う

‘け、
.
從

屬

帝

國

令 

.

義
國
は
そ
の
植
民
地
を
放
棄
し
な
げ
れ
ば
な
ら
：な
か

0た
泛
い
う
事
實
で
、
 

あ

る

。
，
，.
從

M帝
國
主
義
國
內
部
で
も^
p请階
級
は
植
民
地
の
民
族
運
動■'
'. 

.を支
援

す

る
、；ど

い

う

理

論

ば

ィ

ン

ド

ポ

シ

ァ

問

題

に

：お

い

て

も

、
へ
矛
ラ

.
y 

/

の

簾

黨

、
共
產
黨
は
常
に
、'.
程
度
の
義
こ
そ
あ
れ
共
和
厲
に
對
じ
て
..
 

そ
：の
獨
立
を
吏
特
し
、
或
い
；
.は少
な

<'
と
も
義
國
に
對
し
友
好
的
態
度.
 

を
採
つ

.たこ
と

ょ̂

づ

て

實

氣

さ

れ

る
。'
 し
が
し
民
族
主
義
の
邊

'の相
：
 

.

手

は

オ

ラKダ
帝

國

主■で
あ

yが
;'
そ

の

背

後

に

あ

：各
.バ.き國
際
獨
占

..

.資
本

、
ナ
：
メ.'
/ヵ
は

4,
な
ぐ
と
％
國
速
甲
渉
の
際
に
は
民
族
運
動
を
援
肋

.. 

,し
た
の
で
あ

.る

.0
:.
こ

.の歡
は

麟

殊

だ

例

と

：し
：て

.注,々
れ
る

0.,
 

..
 
t 
、

.世
界
政
治
場
裡'に.おi

て
：§
西

資

本

に

對

#

す
石
國
際
共
產
主
農
ー 

:

は
如
佩
で
あ
ろ
う
か
。
ソ
グ
ェ
ト
連#は
略

'.
々

'.1
貫

'1
.
て
共
和
國
を
支
捋

.
 

-- ...

ノ

.....

 
...
 

.
 

.
 

'‘
 

>

.
Vリソ
ガ

>ャ
ィ̂

.協定
に

.っぃ

..
て

[3
)
.
:
'
:
.
.
:
.
 

...

•し
た
？
：.モ.
I
ク
に

^
.
つ

'て.も'
'
^
グ
レ
ム
ゾ
シ
の
十
三
人

』

と
鐵

.の力
丨

'

,
テ
シ

.の兩
侧

_の董
諸
國
ば
東
南
ア
：ジ
ァ'に進
展
し
て
い
る
事
件
に
つ
い.

•■
■
.
て

.自分
自
身
の

.考え
と
意
向
を
も'つて
い

.ると
い

■うこ
と
は
、
十
分
明_ 

-■と
な
つ
た
タ
彼
ら
は
た
し
か
に
超
人
で
は
な
べ
ノ
伽
の
人
間
と
同
じ
ょ
う

- 

.

(

'
'
^
過
誤
を
犯
す
知
の
せ
ぁ广̂

か̂

彼̂
ら
の
戰
術
が
如
何
に
變
り
、
失

■  
\

敗
す
る
と
し
て
も
、
..彼
ら
は
ー
貫
ん
た
戰
略
と
い
う
利
益
を
も
ハ
て
い 

,

^ L
J
.

;

寶
際
ォ

..|
ブ
'<
-
:
タ

の

共

產
黨

も

ィ
ゾ

.ドネ
シ
ァ
獨
立
を
主
張
す
るP 

.

.

..でソ
連
と
步
調
を
合
わ.せで
.い:%
し
か
し
安
全
保
障
理
事
會.では
ソ
姻
，

.

オ
.ラ
.' y
« :
( c
K '
'

默
す
る
點
.で
は
T -
メ
リ
ヵ
と
同
じ
立
場
セ
あ
つ
たが
、 

ァ
メ
リ
ヵ
に
對
し
て.も
攻
賴
を
浴
せ
た
の
で
あ
る
？
オ
ラ
ン
ダ
の
好
戰
癖 

.'
•を
あ
ふ
つ
：て
簪
察
行
動_を
掘
ら
せ
た
も
の'は
：ァ
メ
リ
ヵ
へ
で
あ
る
と
し8'
，

:

和
國
に
對
す
る
■オ
ラ
ン

:̂
の
最
後
通
碟
は
ナ
ホ'リ

*;
.製で41^

と
ず
る
。

ノ 

7
:ゾド
ネ
シ

.：ァ.の都
市
を
攻
擊1;
た」

オ
ラ
シ
ダ
眾
隊
成
、
最
初
に
ィ
ギ
リ.

..
ス

'aT
メ
リ
，
ヵ
の.敎官
に
ょ
つ
て
訓
練
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
イ
ギ
リ
ス
.
*
ァ
メ 

■リ
ヵ

0武
器
で
裝
備
さ
れ
た
：：.：」

こ
こ
で
の
ァ
.メひ
ヵ
が
オ
ラ
ン
ダ
側

.

一

-を
援
助
し
て
.い
•る
と
'い
う
非
難
は
：あ
る
程
度
眞
實
で
は’あ
？)
-'
が
、
ソ
連
は 

.. :
:
.更
に
共
和
國
ゆ
休
戰
磺
定
を
調
印
さ
せ
た
め
4
米
：‘
英

帝

國

主

義

者

で

.
ぁ 

ぐ

..
か
と
す
絕
ハ
オ
デ%

ダ
の
体
戰
協
：定
調
印
が
ァ
メ
 

y
ヵ
.の
：壓
カ
?
あ
る
C
- 

.
ノ
と
^ ：
明
瞭
だ
が
、
ィ.ギ
リ
.ス
は
國
連
安
全
保
！

i

理
_
會
に
.ィ
ン
ド
ネ
シ
ァ
.. 

' .問
題
甲
渉
の
權
利
が
な
い
ど.い
う
オ
ラ
ン
ダ
の
意
昆
を.支
持
^
て
い
た
0 

.

.
そ

.0
て
休
戰
協
定
ば
共
和
國
：の
自
务
菌|
:だ
も
の
で
は
な
か0

の̂
か
" 

»
.ー-
%警
察t

動
當
時
の
共
和
國
內
関
は
共
產
黨
の
シ
ぃ
ャ
リ
フ
ッ
.デ
ィ
'/

が
首
相
で
ぁ
.つ，た
*,
'0:
ソ
述
側
は
シ
リ̂
ル
：の
政
策
を»服
主

_衰
的
と

1.
'、

. 

.
 

.

.

;
.
.

.

.

.

.

.

 

.

.

.

.

. 

- 

•

'
'

.デ

.
べ
：
.

.

.

：

パ

s'
t

l:(

四
.八
.：：ー0
.
..



:

/
 ；  
,
.
.
:

>:
3

田
.
學

會

雜

顯

 

.

丨
ソ

』
に

反

し

て

シ
>

リ
フ
ジ
デ
ィ
ン
を
抵
抗
運
動
の
指
導
者
と
し
な
が

^ >
9

、
’ 

, 

シ
ャ
リ
フ
ジ
デ
ィ
ン
が
シ
ャ
リ
ル
の

•

外
交
政
策
を
踏
製
し
た
こ
と
に
は
何
- 

等
觸
れ
る
と
こ
ろ
が
な
ん
。

 

■
し
た
が
つ
て
シ
ャ
リ
フ
 

ッ. 

デ
ィ 

ゾ
內
開
が
そ 

.め
^ :

し
た
ニ「

_

艰
1

.:を
極f

子
が
ら
現
擊
か
れ
て
退
陣
ル
^ ,

事
情
に
う
ぐ
.
 

い
て
は
、_

步
は
1

時
め
戰
術.

と
1 .
.

て
：な
さ
れ
た
が
、.:
:

こ
れ
は
反
動
連
と：

'■ 

降
服
主
義
者
の
手
を
自
曲
に
し
V

E

動
が
,

ャ
；リ
：フ
：ダ
デ
す
ヅ
を
肖
陣
さ
、
：
.'■ 

ぜ
だ
の
.

だ
と
じ
て1 \

る
ヴ
.

こ
の
ソ
速
の
ク
ャ
リ
ク
ッ

.

デ
ィ
>
辯
護
の
た
め 

.の
姑
腿
は
若
理
ヾ
を
伴
ヶ
ゐ
ぅ
に
思
わ
れ
る
ァ
も
か
し
そ
の
该
成
立
し 

■.

た
ハ
..ッ
タ
政
權
は:.
'

之
を
親
米
的
と.

明
確
に
規
定
し
、
ぐ
，

敗
ブ

'ル；
ジ
：
ョ
ア
ジ|と
：大

地

生-̂
:ょ
々

て

め

み

茭

え

ら

れ

、
，

民
：主
義
者
へ 

-.

(

c.'
o
l
o
l
i
i
2

G>
.
"
v
-4
c>
'

取
！：Cv

を

.'
敏
行
し
た
と
指
雛
し
て.い.る
.0
'こ.
Z

-に.̂'
.. 

い
て
ハ
，ッ
タ
政
府
は
反
民
族
的
で
あ
：つ
て
入
民
名
對
立
し
て
い
る

.

わ
.：

^
で 

あ
る

'.
0ア
メ
リ
カ
帝
國
主
義
！̂植
届
地

.̂
對
し
、
：以
前
の
所
有
者
の
獨..：
' 

占
を
破
腹
し

' 

:
分
捕
品
の
分
前
を
得
石
た
め
に
傳
統
的
な
，

'-
-1
門
戶

_放
.一

.

_ 

の
要
來
を
ウ
き
つ
げ
た;9
.:
變
裝
さ
れ
た
支
酿
胗
態
、_帶植
民
地
政
策
の
第
， 

ニ
：
步

は

、

ま

ず.

「

ょ
き
民
廣
壬
義
指
導^h

を
見
出
す

■こと
で
あ
つ.だ。
一:

.イ
'/
.广.ネ
ア̂

_:
で

.ゆへ
ハ
，>
.
.
タ
と

，ス
：
丸.̂!
ノ
に
ご
の
ょ
ぅ
な
指
導
溝
が
見
此

.
 

さ

れ

た

：の
：で

あ
る
。

..
：

-'
'
へ

：
■'
-
 

.しか
し
實
際
に
イ
シ.ドネ
シ
ア
：•，尹
^
.3
ナ
：リ

.ズム
の
擔
い

.手を
分
析

'.
'
■.
 

し
、

'こ
.の性
格
を
陝
宏
す
こ̂

と

は

疆
で

あ

る,0
.イン
ド
ネ

5<
ア

共

和

.:
'
.\' 

國
の
獨
立
は
民
族
承
命
の
撥
成
ど
輔
さ
れ
る
で
あ
ろ
ぅ
が
。

..
：章
：命
と
は
政.
.
.
. 

治
的
權
カ
が

J

階
級
が

A他
階
級
べ

'移る
こ
と
で
あ.るな
ら
ば
、
--
こ
れ
ば 

正
し
く
革
命
弋
ぁ
る
。
；：し
か
も
舊
階
級
么
新
階
級
が
民
族
を
異
榮
る
點

；-'
.

.

.(

3〕

で

、

ブ

リ

ン>
ン

C
G
r
d
n
e

 w
r
i
n
t
o
p
)

の分析したよ命

A
F

 

黛

な

る

。

ブ

ル

；ジ.ョ

ア

革

命

に

お

い

て

は

、

第

一

に

封

建

的

土

地

_所

有

- 

.:
'
'が
^

^
す

石

。
,.
-
'封

建

的

出

地

所

有

關

係

を

如

何

に

赉

定

す

る

か

は

國

|-
よ
 

っ

て

異

な

る

が

、

と

も

か

く

も

社

會

の

經

濟

的

發

展

の

根

幹

た

る

富

の

擗
 

ノ
 ；

蹲

か

土

地
.か

ら

貨

幣

に

移

ら

な

け

れ

ば

な

ち

な

い

'0
.第

「

ー
&

..
支

配
1>
得

る

欧

會

ね

必

要

な

菽

礎

條

件

が

作

為

る

0:
換

言

す

れ

ば

甜

肆
 

社

會

め

身

分

制

が

否

定

さ

れ
、
''
.市

，
民

的

法

秧

序

が

_で

き

る

。
：
.第

三

に

、
，
轉
 

: 一
.

'

®

一

を

玀

護

、

確

-
す̂

る

帘

民

的

政

治

顏

、

.：.民

族

_

家

が

形

成

夸
 

，

れ

る

。

.V

こ

れ
^

11.

っ
.は

夫

^

^
本

主
_
、

.'
■:民

主

主

義

ぐ

民

族

、
玉

義

に

對

.

. 

.

.膨

す

る
.も

.
の

と̂

え

'よ

ぅ
0
.ィ
ソ
'ド

ネ

シ
T
め

.民

族

革

命

は

こ

の.-
よ

ぅ
.な

.

. 

社

會
f

を

#
っ

たf

あ

ろ
^V

か

。

純

粹

の

農

地

改

革

は

始

め

ら

れ

な

か

. 

っ

だ

？
.で

の

こ

と

は

ス

ヵ.ル：吃
ハ
ッ
ダ
の
階
級
的
赀
景
か
ら
も
推
測
夸

. 

れ

る
.
0へ

經

濟

計

覺

と

丨

て

は

ガ

ー

博

土

 

9
r
. 

G
a
n
-

の

十

ヶ

年

計

轚

が
 

.
あ

っ

た

。

：
一
：
種

の

計

靈

經

濟

で

.あ

り

、
.外

資

導

入

の

必

要

は

認

め

る

が

、

れ̂
が

.獨占
を
生
ぜ
し
め#こ
と
に
警
戒
す
る
。

H

業
化
が

.企圖
さ
れ
て

•  

;
.い
る
が
、
そ
れ
は
農
業
の.
.
^

J

#;.

で
は
な
く
て
補
足
物
と
し
て
計
靈
さ
れ

.

.

.
る
。
農
產
物
を
牖
油
し.てH

業
化
に
必
要
な
資
本
を
得
る
と
い3方
式
で
、 

\
.
，あ
っ
て
へ
長
期
的
に
は
、
：
ジ
ャ
ヴ
ブ
.はィ
づ
ト
ネ
グ
ア
自
給
の
た
め
に
米
，

.を生
產
し

、
' 
ろ
マ
ト
ラ
は
_出
用
農
塵
物
を
生
產
す
る

0  
つ
：
ま

り

社

會

主

： 

義

的

讓

.で

あ

る

>

°ごこ
に
取
り
极
わ
れ
た
リ
シ
：ガ
ジ
务
，
テ
ィ
協
宏
成
立 

ィ
前
後
の

.計鱟
は
こ
の
よ
ぅ
な
も.

の
：.

で
あ
っ
如
。
：
ィ

v

ト
ネ
シ
ア
の
民
族
芊 

'命は
、

•
.
中
共
の
人

'民：民
主
注
義
革
命
の
場
合
の
よ$に
.、プ
ロ

.■レ‘タ.リ
ア 

r卜
指
導

.のブ
ジ̂

..
ョ
，
7革
命
と

1目
す
、る
こ
と
は
で
き
な
ぃ
？

—

ダ

f

永
シ
ア

.‘
ナ
シ
ョ

^
^
リ

ズ

ム

の
擔

い

：手

は

單

そ

の

階

嚴

か

ら

成

つ

て

は

：
い

：
、 

.ない
。
，
を
の
時
、
，
如
何
な
る
階
層
が
支
配
的
で
あ
っ
：た
か
を
分
祈
す
る
こ

.'

が̂
必
皆
であ
，る
。
岡
倉
古
志
郎
氏K 

. 

..

■

い
带
國
主
_ j

は
植
民
地

.

.や從
樹
國
を
茭
觀
す
る
場
合.平
封
建
的
要
素
を
利
用
す
る
。,：
一
次
天
、

. 

;'

»後
0ハ「

新
し
い
：带
國
虫
義1は
半
霞
的
耍
素
ょ.
3
%
む
七
.ろ
民
族
大 

..
*ブ
ル

ョ̂

ヮ

ジ

ー

に

鍾

す

るv-i
を
指
摘

.され
ヤ
い

'.
る
？

.：_賽
ば

:̂
:
....

迎
側
の
过
解
ど
同

p  
く

、
ィ
ー
ソ
ド

ネ

.シ

ア

のス
.*
ル
：
ス
*ハ
.ッ
タm權
も
民

.，.
:

..炭

ブ
ル
'
ジ
ョ
ァ
、ジ

:1
:

で

あ

る

と

斷

定

さ

れ

て

，い

る

づ

志

の
ょ

}
:
#
規

定

す

. 

;
.れ

ば

、

ィ

ン

ド

ネ
.シ

ァ

の

迪

っ

亡^
|

:
ス

は

、
：
：
ォ

ラ
_
ツ
ダ
.
の

植

民

地

ょ

ヵ

.
丨 

ァ
メ 

.リカ
の
平
腾
民
地
：.へ.、パ
と
や
ぅ
コ
_
|
ス
で

あ

づ

ね

。5

か

.1
,

ゲ

'メ
;-
y 

# ;

の
半
植
民

池
へ
：
と

い-.
5

-

コ
ー1
.
ス
.は
.こ

の

資

料

か

方

は

明

確

痄

跡

*
っ

け

る
- :
.

, _ 

.こ

と
は

で

き

な

い

。
パ
、
た
：だ

い̂
：得
る
ご
と
は
ヅ
•

の
オ

ブ

.'
/
^
の

猶

民

.

:

•也か
ら
職
立
國
べ
、'.
'と，い
ぅ

=3
'上ス
も
、
，
ィ
シ
ド
，
ネ

ゾ

ァ

內

部

、
：
オ

ラ

シ

■:
■

■

:

ダ
內
部
.の
情
&
:
:1!
:
に
國
際
的
戴
カ
關
係
に
大̂
く
影
_
さ
れ
な
が
ら
独
.

. 

ら
れy

ぎ

た

敷

の

坂

道

で
..
あ
っ
た
と
'い
•
.
う
ち
と
だ
け
^

-.
あ

■: 

リ
シ
ガ
^
ャ
^-
ィ
：協
定
は
;£
0
道
程
に
.坐
^
:*
;さ
れ
た
.ォ
テ
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